
至誠館大学シラバス 2017(仮) 

講義コード  科目区分 基礎教育科目 

(フリガナ) キソゼミⅣ (フリガナ) フクダ トシオ 

授業科目名 基礎ゼミⅣ 担当教員名 福田 敏夫 

英文授業科目名 Basic Seminar Ⅳ 

基準年次(開講期) 2年（後期） 履修形態 必修 

曜日/ 時限/ 講義室 水 2(4) 水 3(1)／池袋  火 1(3) 火 4(2)／浅草 

授業の方法 演習 
授業の方法 

（詳細情報） 
演習 

単位 1 週時間 2 

授業のキーワード  

授業概要・目的 

 

日本の文化を通し、日本の習慣、日本人の考え方を学ぶ 

到達度評価の評価項目 

 

提出された課題の内容により、理解度及びその到達度など修学状況を評価する。 

授業計画 

第 1回 
日本語演習 

  

第 2回 
日本語演習 

  

第 3回 
日本語演習 

  

第 4回 
日本人の礼儀Ⅰ（礼儀作法） 

  

第 5回 
日本人の礼儀Ⅱ（付き合いの礼節） 

  

第 6回 
日本人の礼儀Ⅲ（スマートに生きる） 

  

第 7回 
日本人の礼儀Ⅳ（思いやる心①） 

  

第 8回 
日本人の礼儀Ⅴ（思いやる心②） 

  

第 9回 
日本人の礼儀Ⅵ（自分を磨く） 

  

第 10回 
日本人の礼儀Ⅵ（美しく食べる） 

  

第 11回 
時局から見た日本Ⅰ 

  

第 12回 
時局から見た日本Ⅱ 

  

第 13回 
時局から見た日本Ⅲ 

  

第 14回 
時局から見た日本Ⅳ 

  

第 15回 
時局から見た日本Ⅴ 

纏め 

教科書・参考書等  

授業で使用する機器等  

予習・復習へのアドバイス 復習は必ず行うこと。特に理解しがたい語句の意味は調べ、書き留めることが肝要である。 

履修上の注意・受講条件等 出席を重視。 

成績評価の基準等 規定回数以上の出席、課題（リポート）の提出内容による評価及び定期試験による評価 

メッセージ 日本での就職活動、海外での日系企業への就職は日本語の習得と日本文化の理解を深めることが肝要である。 

オフィスアワー  

その他  

 


